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本校の平均正答率は、全国平均正答率とほぼ同じです。問題は２１問で、

問題別の正答率では、 全国平均より３％以上高い問題……８問

同程度の問題…………４問

３％以上低い問題……９問でした。

理科では、基礎基本的な「知識・理解」に関する問題の正答率は全国平均より少し高く、「思考

・判断・表現」に関する問題は少し低くなっています。領域別では「地球」を柱とする領域がや

や高く、「粒子」「生命」を柱とする領域が少し低くなっています。

全国学力・習状況調査の理科の問題は、実際の授業や日常生活の場面で生徒が意見交換しなが

ら実験を進めたり、問題を解決ししたりするような、まるで授業空間にいるような問題構成です。

なので、図やグラフを読み解き、長い質問文を読み進めていかないと「問い」にたどり着きませ

ん。裏面に問題を掲載します。２頁にわたる問題文のあと、２問の問いが出題されています。こ

のうちの（３）が今回最も正答率が低かった問題です。

これらのことから、実験や観察に主体的に取り組んでいけるような手立てをするとともに、生

活の中で理科に関わることがらに興味を持てるような取組を進めていきます。

【理科】

本校の平均正答率は、全国平均正答率とほぼ同じです。問題は１４問で、

問題別の正答率では、 全国平均より３％以上高い問題………６問

同程度の問題……………２問

３％以上低い問題………６問 でした。

数学では、基本的な内容の理解及び定着が不十分であることが分かりました。具体的な問題で

いうと、「連立方程式を解く」「三角形の合同条件を書く」ことは８５％の人ができています。と

ころが、「４２を素因数分解する」「変化の割合を求める」問題は全国平均から１２～２０％も低

くなっています。出題頻度の高い連立方程式などは繰り返し解いているので定着していますが、

素因数分解や変化の割合など出題頻度は多くないものの、数学の本質的な理解に関わる内容の定

着が不十分であるといえます。さらに数学的な根拠に基づいた説明等の記述が苦手であることが

分かりました。計算だけできれば良いのではなく、どうしてこうなるのかを理解できていないと、

応用・発展的な課題に取り組むことが難しくなります。

そこで、先ず、基本的な学習内容の定着を図るために、ワークやプリント、小テストなどを通

して復習する機会を設けます。また、数学的に説明する力の育成するために、数学的活動の充実

を図ります。具体的には、数や図形の性質などを見いだすことや，学んだ数学を利用すること，

またその過程で数学的な表現を用いて説明し伝え合うことに目的意識を持って主体的に取り組め

るような工夫を図ります。

【数学】

《国語の解答と解説》
正答は「１」
楷書と行書では「くさかんむり」の形が変わり、筆順も変わります。
多かった誤答は「３」
ウの部分は、楷書で書いたときの「亡」を崩しているだけで、点画は省略
されていません。

《理科の解答》（２）…イ （３）…太陽の光




